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植物遺体にみる香辛料

１．はじめに

　発掘調査によって出土した植物遺体から、香辛料とし

て利用された可能性のあるものを集成するのが、本研究

の目的である。弥生時代の倭人に関する唯一の文字史料

である『三国志』魏書第 30 巻烏丸鮮卑東夷伝倭人条、

いわゆる『魏志倭人伝』には、「有薑・橘・椒・蘘荷、

不知以爲滋味（ショウガ・タチバナ・サンショウ・ミョ

ウガはあるが、その滋味を知らない）とある。最近の発

掘調査では、種子などの微細な植物遺体についても取上

げ、分析、報告されている例が増加してきている。本研

究は、そういった出土植物遺体から、『魏志倭人伝』の

記述を検証する可能性があるかを探る試みである。

２．出土遺跡の集成

　遺跡から出土しているといっても、それが香辛料とし

て利用されていたことを示すわけではない。種子等の植

物遺体が出土する理由としては、①採集され、蓄積され

た場合、②摂食され、排便とともに排出された場合、③

埋土中に偶然紛れ込んだ場合などが考えられる。①のよ

うに、明らかに集められたものであっても、これらが香

辛料として利用されたかどうか検証することは難しい。

出土植物遺体のコンテクストを踏まえた上での理解が必

要であるが、本研究では出土状況の詳細な分析までおこ

なうに至らなかった。この点については、今後の課題と

したい。

　しかしながら、遺跡から植物遺体が見つかるというこ

とは、その植物が身近に存在し、利用可能な状態であっ

たことを示すのは間違いない。

３．植物遺体のサンショウ類

　植物遺体のなかでもサンショウを中心に集成をおこ

なった。全ての報告書を確認しえだわけではないので、

今後も増加する可能性があることは付言しておく。サン

ショウ類のうち、植物遺体として見つかっているものは、

サンショウ、イヌザンショウ、カラスザンショウの３種

類である。フユザンショウがないのは、発掘調査に際し

て、植物遺体を視野に入れた調査が行われているのが、

東日本の縄文時代の遺跡が圧倒的に多く、そもそも縄文

時代の遺跡が東日本と比べて少ない西日本では、土壌を

洗って小さい種子の植物遺体を抽出する調査方法を用い

るケースが少ないことが挙げられよう。

　他の種子類の出土傾向と比較する意味で、シソ、ニワ

トコ、エゴマなどについてもリストアップした。

　これをみると、現時点で縄文時代から中世まで種子の

植物遺体が抽出、分析されている 223 遺跡のうち、サ

ンショウ、イヌザンショウ、カラスザンショウは、それ

ぞれ 58、12、29、計 99 遺跡から出土している。サン

ショウ類の中ではサンショウが 58 遺跡と飛び抜けて多

い。時代別推移をみると、サンショウの比率が飛鳥・奈

良時代以降に多くなる傾向が看取できる。これは、別稿

（桑田、中村）でも述べたように、中国や朝鮮半島から

食生活や薬としての知識がもたらされ、サンショウ類の

利用頻度が高まったことが背景に想定できよう。

　ついで、カラスザンショウが 29 遺跡である、カラス

ザンショウは飛鳥・奈良時代にはオホタラや食朱萸と呼

ばれ、食用にされていたと考えられる。カラスザンショ

ウの時期別推移に大きな変化は認められない。イヌザン

ショウは、飛鳥・奈良時代以降、曼椒油あるいはホソキ

油として文献史料に登場し、油糧作物として利用されて

いたことは既に述べた（神野恵・中村亜希子・深澤芳樹

「「曼椒油」再現時実験」本書所収、pp.35–40）。縄文、

弥生時代におけるイヌザンショウ利用の実態について

は、不明であるが、中近世においても虫下しや湿布薬な

どに利用されていたことを考えると、通史的に一定量出

土が確認できるのも首肯できよう。

　さらに、資料数が十分とは言えないが、サンショウと

カラスザンショウは同じ遺跡から出土することが多い

いっぽう、サンショウとイヌザンショウは補完的な関係

にあるようにもみえる。ここから、サンショウを好んで

利用されたものの、サンショウが手に入らない場合は、

イヌザンショウがその代替として利用されたことがあっ

たのかもしれない。今後、さらに種子の植物遺体に関す

るデータとして蓄積されれば、こういった傾向が地域ご

と、時期ごとで検討可能になろう。

４．ニワトコ・エゴマ・シソ

　さて、参考程度にあつめたシソ、エゴマ、ニワトコに

ついても少し触れておこう。シソ、エゴマについては松

谷暁子が、縄文時代における利用を述べている（松谷

神野　恵・野田 優人
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暁子 1983「エゴマ・シソ」『縄文文化の研究２　生業』

雄山閣）。これによると長野県諏訪市の荒神山遺跡、縄

文時代中期の竪穴住居から、エゴマとシソが見つかり、

クッキー状の炭化物から、エゴマが出土したことから、

種子として料理の中に混ぜ込まれて摂食していたことが

明らかとなった。

　ニワトコは青森県三内丸山遺跡で大量に集積されてい

るのが見つかり、これから酒を作ったと考えらえている。

ニワトコの時代ごとの遺跡数に対する出現比率は、むし

ろ縄文時代で高く、飛鳥・奈良時代以降、少なくなって

いるようにみえる。ニワトコは古代において、山多都・

山多豆・夜麻多豆（ヤマタヅ）や造木（ミタツコギ）、

接骨木（セッコツボク）などと呼ばれ、薬として用いら

れていた。栄養的にはビタミン A や C を多く含むこと

から、現代的な感覚からすると、薬というよりサプリメ

ントとして摂食されていた可能性もあろう。

５．まとめ

　今回の集成的検証では、①サンショウ類は飛鳥・奈良

時代以降に増加する傾向にあること、②サンショウ類の

なかでもサンショウが飛び抜けて多いこと、③エゴマ、

シソなどは通史的に一定量出土していること、④ニワト

コは比較的縄文時代に多く、飛鳥・奈良時代以降はやや

少なくなることなどの傾向をみることができた。今後も

集成をさらに充実し、文字史料、考古資料、民俗例など

さまざまな観点から、古代の植物利用の変遷を考える足

がかりとしたい。
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